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国の水生生物保全水質環境基準の類型が 

指定された（または指定が検討されている） 
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※水域の構造，魚介類の生息状況等については，環境省告示，中央環境審議会，京都府環境

審議会の資料から引用している。 



 



 

１ 桂川 

概要 

河川概況 

佐々里峠に水源を発し，南丹市の世木ダム，日吉ダムを経由し，亀岡盆地，京都

盆地を流れ，鴨川，木津川，宇治川と合流し淀川となる一級河川。 

流域面積 1,159km2，幹川流路延長 107km。 

既存類型の 

水域区分 
桂川上流 桂川中流 桂川下流 

市保全基準 

水域類型 
Ａ／ － Ｂ／ － Ｂ／ － 

Ａ 環境基準 

水域類型※1 ／(生物Ａ) ／(生物Ｂ)
Ｂ(→Ａ)／ － Ｂ(→Ａ)／ － 

水質測定地点 八千代橋 渡月橋 西大橋 
久世橋，羽束師橋，宮前

橋 

水温分布※2 

（H16～H21 平均） 

平均 15.0℃ 

最高 25.8℃ 

平均 16.7℃

最高 26.6℃

平均 18.1℃ 

最高 29.3℃ 

平均 19.4℃ 

最高 29.5℃ 

BOD 市保全基準を達成 

pH 八千代橋，西大橋で上限の超過あり 

DO 市保全基準を達成 

SS 概ね市保全基準を達成 

大腸菌群数 全地点にて超過あり 

水質 

状況 

※３ 

全亜鉛※４ <0.005 mg/L <0.005 mg/L 0.005 mg/L 0.023 mg/L 

冷
水
性 

アマゴ 

カジカ 

 

カジカ 

アマゴ 

 

魚介類の 

生息状況 

 
温

水

性

 

ウナギ，コイ，フナ類， 

オイカワ，ウグイ，ドジョウ，

ナマズ，トウヨシノボリ， 

カワヨシノボリ， 

テナガエビ，スジエビ 

ウナギ，コイ，フナ類，

オイカワ，ウグイ，ナマズ，

カワヨシノボリ， 

スジエビ，モクズガニ 

ウナギ，コイ，フナ類，

オイカワ，ドジョウ， 

ナマズ，トウヨシノボリ，

カワヨシノボリ， 

モクズガニ 

河川横断物 

世木ダム，日吉ダム 

南丹総合堰，寅天堰 

一ノ井堰 

６号井堰，５号井堰 

４号井堰，３号井堰 

２号井堰，久我井堰， 

１号井堰 

 

※１ （ ）は京都府における改正案 

※２ 平均水温：過去６年間（H16～21）の平均水温の平均，最高水温：過去６年間の最高水温の平均 

※３ 過去６年間(H16～21)の市保全基準達成状況 

※４ 過去６年間(H16～21)の年間平均値の最大値 

※５ 魚介類名：優占種 
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基礎資料 

 

(1) 水域の概況 

桂川は，京都市左京区広河原と南丹市美山町佐々里の境に位置する佐々里峠に水源を発

し，南丹市の日吉ダムを経由し，亀岡盆地，京都盆地を流れ，大阪府境付近で木津川，宇

治川と合流し淀川となる，流域面積 1,159km２，幹川流路延長 107ｋｍ，弓削川・田原川・

天神川等の３０を超える支川を持つ一級河川である。 

 

(2) 水質 

ア 類型指定状況 

桂川における類型指定状況は下表のとおりである。 

類型指定状況 

市保全基準 環境基準 

水域名 対象水域 類型 類型 
測定地点 

世木ダムより上流

（新規）生物Ａ

八千代橋 

桂川上流 渡月橋から上流 Ａ Ａ 
世木ダムより下流

（新規）生物Ｂ

渡月橋 

桂川中流 
渡月橋から天神川

合流点まで 
Ｂ ＢＡ （新規）生物Ｂ

西大橋 

桂川下流 
天神川合流点から

宇治川合流点まで 
Ｂ ＢＡ （新規）生物Ｂ

久世橋 

羽束師橋 

宮前橋 

※京都府において現在検討されている内容を反映させている。 

 

イ 水質の状況 

pHについては，上流の八千代橋，中流の西大橋で市保全基準値の上限の超過がみられ，

大腸菌群数については，全地点で市保全基準の超過がみられる。BOD，DO，SS について

は，全地点で概ね市保全基準を達成している。 
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水質の状況 

測 定 地 点  

桂川上流 桂川中流 桂川下流 

八千代橋 渡月橋 西大橋 久世橋 羽束師橋 宮前橋 

測定 

項目 
年度 

測定値
m/n 
※1 測定値 

m/n
※1

基
準
値
※ 測定値

m/n
※1

基
準
値
※ 測定値 

m/n
※1 測定値 

m/n
※1 測定値

m/n
※1

基
準
値
※ 

16 0.6 0/6 0.9 0/12 1.4 0/12 0.9 0/6 1.8 0/6 1.3 0/12

17 <0.5 0/6 1.0 0/12 1.2 0/12 1.2 0/6 1.5 0/6 1.7 0/12

18 0.5 0/6 1.0 0/12 1.2 0/12 0.9 0/4 1.2 0/4 1.4 0/12

19 0.8 0/6 0.9 0/12 1.2 0/12 0.8 0/4 1.7 1/4 1.3 0/12

20 0.6 0/6 0.8 0/12 1.1 0/12 1.2 0/4 1.5 0/4 1.4 0/12

ＢＯＤ 

75%値 

(mg/L) 

21 1.0 0/6 0.7 0/12

2

以下

1.1 0/12

3

以下

0.9 0/4 1.2 0/4 1.4 0/12

3

以下

16 6.6～7.2 0/6 7.1～8.5 0/12 7.1～8.9 2/12 7.2～8.1 0/6 7.0～7.8 0/6 7.0～8.0 0/12

17 7.2～8.1 0/6 7.2～8.1 0/12 7.3～8.7 1/12 7.3～8.0 0/6 7.1～7.6 0/6 7.0～7.7 0/12

18 7.5～8.7 1/6 7.3～8.2 0/12 7.4～8.9 1/12 7.5～7.9 0/4 7.3～7.7 0/4 7.2～7.7 0/12

19 7.8～8.7 2/6 7.4～8.1 0/12 7.5～8.8 1/12 7.4～8.0 0/4 7.1～7.5 0/4 7.1～7.6 0/12

20 7.3～8.7 1/6 7.5～8.3 0/12 7.5～8.7 4/12 7.5～8.4 0/4 7.4～7.8 0/4 7.4～7.9 0/12

ｐＨ 

測定範

囲 

(― ) 

21 7.7～8.4 0/6 7.6～8.2 0/12

6.5

～

8.5

7.6～8.8 3/12

6.5

～

8.5

7.6～8.0 0/4 7.4～7.6 0/4 7.4～7.9 0/12

6.5

～

8.5

16 11 0/6 10 0/12 10 0/12 10 0/6 9.6 0/6 9.7 0/12

17 11 0/6 11 0/12 11 0/12 11 0/6 10 0/6 10 0/12

18 11 0/6 10 0/12 10 0/12 10 0/4 9.6 0/4 9.6 0/12

19 11 0/6 10 0/12 10 0/12 10 0/4 9.2 0/4 9.4 0/12

20 11 0/6 9.9 0/12 10 0/12 10 0/4 9.8 0/4 9.7 0/12

ＤＯ 

平均値 

(mg/L) 

21 11 0/6 10 0/12

7.5

以上

10 0/12

5

以上

10 0/4 9.6 0/4 9.8 0/12

5

以上

16 2 0/6 4 0/12 4 0/12 4 0/6 4 0/6 6 0/12

17 2 0/6 3 0/12 4 0/12 3 0/6 4 0/6 4 0/12

18 1 0/6 4 0/12 5 0/12 6 0/4 4 0/4 4 0/12

19 2 0/6 3 0/12 4 0/12 4 0/4 4 0/4 4 0/12

20 1 0/6 4 0/12 6 1/12 5 0/4 7 0/4 5 0/12

ＳＳ 

平均値 

(g/L) 

21 1 0/6 3 0/12

25 

以下

4 0/12

25

以下

4 0/4 6 0/4 5 0/12

25

以下

16 490 0/6 15,000 11/12 5,100 2/12 3,800 1/6 52,000 5/6 7,000 5/12

17 2,100 2/6 8,300 9/12 5,500 4/12 8,400 3/6 6,900 4/6 51,000 7/12

18 5,600 5/6 9,100 10/12 12,000 3/12 2,100 0/4 3,800 1/4 16,000 7/12

19 1,200 3/6 4,500 9/12 5,800 3/12 3,700 0/4 66,000 3/4 11,000 5/12

20 3,300 3/6 8,300 7/12 8,900 5/12 2,600 0/4 15,000 3/4 22,000 6/12

大腸菌

群数 

平均値 

(MNP/ 

100ml) 
21 2,400 4/6 5,700 11/12

1000

以下

10,000 6/12

5000

以下

9,400 1/4 12,000 0/4 6,000 5/12

5000

以下

※ m/n：市保全基準に適合しない検体数（BOD については基準値を超過した検体数）／総検体数 

（備考）基準は日間平均値で評価する。 
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(4) 河床構造等 

ア 河床材料 

河床は人工物で覆われていることはなく，自然の状態である。（府河川課からの聞き取

りによる） 

 

イ 流量 

流量の状況 

測定地点 

桂川上流 桂川中流 桂川下流 

八千代橋 渡月橋 西大橋 久世橋 羽束師橋 宮前橋 

測定 

項目 
年度 

測定値 平均 測定値 平均 測定値 平均 測定値 測定値 平均 測定値 平均

16 5.25～6.95 6.24 6.34～36.53 17.78 4.96～23.27 12.09 ― ― ― 14.46～48.71 27.99

17 1.70～18.00 5.88 4.93～24.18 10.63 2.23～15.04 6.69 ― ― ― 18.12～32.37 22.96

18 2.76～9.27 5.97 5.25～27.40 11.28 2.39～20.03 6.82 ― ― ― 17.67～34.73 24.21

19 1.94～6.01 3.46 8.43～35.20 15.67 0.92～26.09 7.41 ― ― ― 17.28～32.66 23.79

20 1.92～21.46 7.57 10.40～52.16 20.98 7.36～53.91 17.09 ― 19.42～65.15 30.37 17.53～46.65 24.71

流量 

(m3/s) 

21 2.50～5.27 4.02 8.43～75.83 21.87 5.28～70.10 17.84 ― 19.10～49.72 31.40 15.90～79.63 29.49

 

ウ 主な流入河川及び河川構造物 

 

エ 河川改修計画 

現在，桂川本川では，旧京北町の弓削川合流点より上流の桂川最上流部及び亀岡市の

保津付近で河川改修工事が行われている。 

世
木
ダ
ム

日
吉
ダ
ム

南
丹
総
合
堰

(

魚
道

)

寅
天
堰

（
魚
道

）

清
滝
川
　
→

５
号
井
堰

（
魚
道

）

有
栖
川
　
→

４
号
井
堰

（
魚
道

）

３
号
井
堰

（
魚
道

）

天
神
川
　
→

久
我
井
堰

（
魚
道

）

鴨
川
　
→

（南丹市） （亀岡市） （大山崎町）

←

　
弓
削
川

←

　
園
部
川

←

　
犬
飼
川

６
号
井
堰

１
号
井
堰

（
魚
道

）

←

　
小
畑
川

桂川上流 桂川中流 桂川下流

環境基準
（水生生物） 桂川上流(1) 桂川上流(2) 桂川下流(1) 桂川下流(2)

○ ◎ ○◎ ◎

越
方
橋

○※ ○ ○

一
ノ
井
堰

（
魚
道

）

○ ○

保
津
峡

渡
月
橋

◎○：常時監視測定地点
（参考）◎：環境基準点，○：補助点

西
大
橋

宇
治
川

（
淀
川

）
→

市保全基準

久
世
橋

羽
束
師
橋

宮
前
橋

三
川
合
流
前

２
号
井
堰

（
魚
道

）

殿
橋

八
千
代
橋

大
堰
橋

（桂川上流(2)）（桂川上流(1)）
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(5) 魚介類の生息状況 

各種の魚介類の生息状況の調査結果から，世木ダムより上流部には生物Ａに属する冷水

性の魚介類が確認されたが，下流部は温水性の魚介類がほとんどであり，一部生物Ａに属

するカジカが確認されているものの専門家ヒアリングによると主に温水性に生息するカジ

カであるとのことであった。各種の調査結果は下記のとおりである。 

 

ア 既存資料調査結果 

既存資料調査結果 

調査地点名 殿
橋 

第
二
大
堰

川
橋
梁

寅
天
堰
堤 

保
津
峡 

渡
月
橋 

宮
前
橋 

項目 分類 科 種名 ① ① ① ① ② ③ ② ③ 

ヤマメ         

サクラマス         

アマゴ         

イワナ         

サケ         

サケ科 

ニジマス         

生物Ａ 魚類 

カジカ科 カジカ     ●    

ウナギ科 ウナギ  ●  ●  ●   

コイ    ● ●  ●  

フナ類   ● ● ● ● ● ● 

オイカワ ◎ ● ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 

コイ科 

ウグイ ● ● ● ● ● ●   

ドジョウ科 ドジョウ     ● ●   

ナマズ科 ナマズ ● ● ● ● ●    

ボラ科 ボラ         

トウヨシノボリ     ●   ● 

魚類 

ハゼ科 

カワヨシノボリ ◎ ● ● ● ◎ ◎ ●  

テナガエビ         テナガエビ

科 スジエビ  ● ● ●     

イワガニ科 モズクガニ         

マシジミ   ●      

生物Ｂ 

甲殻類

シジミ科 

ヤマトシジミ         

その他 魚類 キュウリウ

オ科 
アユ 

 
● ● 

     

※各種調査で確認された魚種の内，生物Ａ及び生物Ｂに該当する魚種を抽出している。 

※◎:確認種のうち数が多いもの，●:確認種 

※底生動物における確認種の数量データはない。 

①:河川水辺の国勢調査（平成 16年）（京都府南丹土木事務所） 

②:河川水辺の国勢調査（平成 16年）（国土交通省淀川河川事務所） 

③:河川水辺の国勢調査（平成 19年）（国土交通省淀川河川事務所） 
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イ ヒアリング調査結果 

桂川で漁業権を持つ上桂川，大堰川，保津川，京淀川の各漁業協同組合へのヒアリン

グ結果は下表のとおりである。 

ヒアリング調査結果 

桂川上流 桂川中流 桂川下流 
 

上桂川漁協 大堰川漁協 保津川漁協 京淀川漁協 

生物Ａ アマゴ 

カジカ 

  

カジカ 

 

アマゴ 

生物Ｂ ウナギ 

コイ 

フナ類 

オイカワ 

ウグイ 

ドジョウ 

ナマズ 

 

カワヨシノボリ 

 

ウナギ 

コイ 

フナ類 

オイカワ 

ウグイ 

 

ナマズ 

トウヨシノボリ

カワヨシノボリ

テナガエビ 

スジエビ 

ウナギ 

コイ 

フナ類 

オイカワ 

ウグイ 

 

ナマズ 

 

カワヨシノボリ 

 

スジエビ 

モクズガニ 

ウナギ 

コイ 

フナ類 

オイカワ 

 

ドジョウ 

ナマズ 

トウヨシノボリ 

カワヨシノボリ 

 

 

モクズガニ 

（備考）ヒアリング調査は桂川本川のみを対象。 

※ 魚介類名：自然繁殖が確認されているもの  魚介類名：優占種 

 

ウ その他関連情報 

桂川における漁業権の設定状況は下表のとおりである。また，各漁業協同組合では放

流事業を実施している。なお，桂川に水産資源保護法に基づく保護水面の設定はない。 

漁業権の設定状況 

水域 桂川上流 桂川中流 桂川下流 

漁協 上桂川漁協 大堰川漁協 保津川漁協 京淀川漁協 

漁場区域 世木ダムから上

流の桂川本支流 

世木ダムから上桂

川総合堰（寅天堰）

までの桂川本支流

上桂川総合堰から

ＪＲ東海道線鉄橋

までの桂川本支流

ＪＲ東海道線鉄橋から

下流の桂川等 

漁業権 アユ 

コイ 

フナ 

ウナギ 

ハエ 

マス類 

カワヨシノボリ 

アユ 

コイ 

フナ 

ウナギ 

ハエ 

マス類 

アユ 

コイ 

フナ 

ウナギ 

ハエ 

マス類 

カワヨシノボリ

アユ 

コイ 

フナ 

ウナギ 

ハエ 

マス類 
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２ 宇治川（淀川） 

概要 

河川概況 

琵琶湖を源とし，上流部では瀬田川，中流部では宇治川と呼ばれ，京都

府・大阪府境界付近で桂川，木津川と合流した後は淀川となり大阪湾に

注ぐ一級河川。 

流域面積 8,240km2，幹川流路延長 75.1km。 

既存類型の 

水域区分 
宇治川上流 宇治川下流 

市保全基準 

水域類型 
Ａ／ － Ｂ／ － 

環境基準 

水域類型 
Ａ／生物Ｂ Ｂ／生物Ｂ 

水質測定地点 － 観月橋，宇治川大橋 

水温分布※1 

（H16～H21 平均） 

平均 18.3℃ 

最高 30.0℃ 

平均 18.8℃ 

最高 30.0℃ 

BOD 市保全基準を達成 

pH 概ね市保全基準を達成 

DO 概ね市保全基準を達成 

SS 市保全基準を達成 

大腸菌群数 全地点にて超過あり 

水質 

状況 

※2 

全亜鉛※3 0.005 0.014 

冷
水
性 

（確認されず） 

魚介類の 

生息状況 温
水
性 

コイ，フナ類，オイカワ，トウヨシノボリ，カワヨシノボリ， 

テナガエビ，スジエビ 

河川横断物 － － 

※１ 平均水温：過去６年間（H16～21）の平均水温の平均，最高水温：過去６年間の最高水温の平均 

※２ 過去６年間(H16～21)の環境基準達成状況 

「上流」の水域については，市内に公共用水域常時監視地点がないため 上流の宇治市との境界（宇治

市側）に位置する環境基準点「陰元橋」の測定結果を代用している。 

※３ 過去６年間(H16～21)の年間平均値の最大値 

※４ 魚介類名：優占種 
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基礎資料 

 

(1) 水域の概況 

宇治川は，淀川の中流部の呼び名である。淀川は，日本最大の湖「琵琶湖」を源とし，

上流部では瀬田川，中流部では宇治川と呼ばれ，京都府・大阪府境界付近で桂川，木津川

と合流した後は淀川となり大阪湾に注ぐ，流域面積 8,240km2，幹川流路延長 75.1km の一級

河川である。 

 

 

(2) 水質 

ア 類型指定状況 

宇治川における類型指定状況は下表のとおりである。 

類型指定状況 

市保全基準 環境基準 

水域名 対象水域 類型 類型 
測定地点 

宇治川上流 山科川合流点から上流 Ａ Ａ 生物Ｂ  

宇治川中流 
山科川合流点から三川

合流点まで 
Ｂ Ｂ 生物Ｂ 

観月橋 

宇治川大橋 

 

イ 水質の状況 

大腸菌群数については，全地点で市保全基準の超過がみられる。BOD，pH，DO，SS に

ついては，全地点で概ね市保全基準を達成している。 

※「上流」の水域については，市内に公共用水域常時監視地点がないため 上流の宇治市

との境界（宇治市側）に位置する環境基準点「陰元橋」の測定結果を用いている。 
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水質の状況 

測 定 地 点  

宇治川上流 宇治川下流 

（参考） 

陰元橋（宇治市）
観月橋 宇治川大橋 

測定 

項目 
年度 

測定値 m/n※1

基
準
値
※ 測定値 m/n※1 測定値 m/n※1

基
準
値
※ 

16 1.1 1/12 1.4 0/6 1.5 1/6

17 1.0 0/12 1.0 0/6 1.2 0/6

18 1.1 0/12 1.1 0/4 1.5 0/4

19 1.0 0/12 0.9 0/4 1.1 0/4

20 1.1 0/12 1.0 0/4 1.3 0/4

ＢＯＤ 

75%値 

（mg/l） 

21 0.9 0/12

2 

以下

0.9 0/4 1.0 0/4

3 

以下

16 7.1～8.4 0/12 7.4～8.2 0/6 7.3～8.3 0/6

17 7.3～8.7 1/12 7.6～8.5 0/6 7.7～8.5 0/6

18 7.4～8.1 0/12 7.6～7.9 0/4 7.7～8.1 0/4

19 7.5～8.1 0/12 7.5～8.2 0/4 7.5～8.1 0/4

20 7.7～8.4 0/12 7.7～8.0 0/4 7.8～8.1 0/4

ｐＨ 

測定範

囲 

( ― ) 

21 7.4～8.4 0/12

6.5

～

8.5

7.6～8.0 0/4 7.7～8.0 0/4

6.5

～

8.5

16 9.8 0/12 9.7 0/6 9.9 0/6

17 10 0/12 11 0/6 11 0/6

18 9.8 0/12 9.9 0/4 9.9 0/4

19 9.7 1/12 9.7 0/4 9.7 0/4

20 9.5 2/12 9.5 0/4 9.5 0/4

ＤＯ 

平均値 

(mg/l) 

21 9.6 0/12

7.5

以上

9.7 0/4 9.5 0/4

5 

以上

16 2 0/12 3 0/6 4 0/6

17 4 0/12 4 0/6 5 0/6

18 4 0/12 4 0/4 6 0/4

19 3 0/12 3 0/4 5 0/4

20 2 0/12 3 0/4 6 0/4

ＳＳ 

平均値 

(mg/l) 

21 3 0/12

25

以下

4 0/4 6 0/4

25

以下

16 1,600 5/12 2,400 1/6 8,800 1/6

17 3,800 11/12 6,900 1/6 7,500 2/6

18 5,800 11/12 1,700 0/4 3,400 1/4

19 2,900 6/12 540 0/4 2,200 0/4

20 3,200 5/12 8,700 1/4 3,600 1/4

大腸菌

群数 

平均値 

(MNP/ 

100ml) 
21 4,100 10/12

1,000

以下

4,100 1/4 1,800 0/4

5,000

以下

※ m/n：市保全基準に適合しない検体数（BOD については基準値を超過した検体数）／総検体数 

（備考）基準は日間平均値で評価する。
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全亜鉛の水質状況 

全亜鉛濃度 

測 定 地 点  

宇治川上流 宇治川下流 

（参考） 

陰元橋 

（宇治市） 
観月橋 宇治川大橋 

測定 

項目 
年度

最大値 平均 最大値 平均 最大値 平均 

16 0.006 0.005 <0.005 <0.005 0.008 0.007

17 <0.005 <0.005 <0.005 <0.005 0.020 0.014 

18 0.005 0.005 <0.005 <0.005 0.007 0.006 

19 0.004 0.003 0.003 0.003 0.005 0.004 

20 0.002 0.002 0.004 0.004 0.004 0.003 

全亜鉛 

(mg/l) 

21 0.006 0.004 0.005 0.004 0.006 0.004 

 

 

(3) 水温 

水温の状況 

測 定 地 点  

宇治川上流 宇治川下流 

（参考） 
陰元橋 

（宇治市） 
観月橋 宇治川大橋 

測定 

項目 

年

度 

測定値 平均 測定値 平均 測定値 平均 

16 6.7～29.0 17.4 6.6～29.6 18.5 6.6～29.8 18.6

17 4.8～29.7 17.3 4.8～29.3 18.0 5.3～29.4 18.2

18 7.7～30.7 18.5 7.7～30.6 18.9 8.9～30.7 19.5

19 6.7～30.1 18.6 7.0～29.9 18.8 7.6～30.0 19.0

20 7.9～30.7 19.1 7.9～30.8 19.5 8.3～30.9 19.5

水温 

（℃） 

21 6.3～29.5 18.7 7.4～28.9 18.3 6.5～29.2 18.1
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(4) 河床構造等 

ア 河床材料 

河床材料は主に砂，礫となっている。 

 

イ 流量 

流量の状況 

測 定 地 点  

宇治川上流 宇治川下流 

（参考） 

陰元橋 

（宇治市） 

観月橋 宇治川大橋

（参考） 

淀川御幸橋 

（八幡市） 

測定 

項目 
年度 

測定値 測定値 平均 測定値 測定値 平均 

16 － － － － 80.73～180.99 134.69

17 － － － － 87.32～183.38 111.50

18 － － － － 80.99～316.46 129.95

19 － － － － 83.25～234.42 103.07

20 － 82.06～225.68 117.14 － 87.36～231.71 131.43

流量 

(m3/s) 

21 － 83.65～192.82 114.58 － 98.66～375.42 135.95

 

ウ 主な流入河川及び河川構造物 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（宇治市） （八幡市）

木
津
川
　
→

陰
元
橋

←
　
山
科
川

観
月
橋

←
　
東
高
瀬
川

宇
治
川
大
橋

淀
川
御
幸
橋

←
　
桂
川

市保全基準

宇治川上流 宇治川下流

◎

◎○：常時監視測定地点
（参考）◎：環境基準点，○：補助点

○ ○ ◎
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(5) 魚介類の生息状況 

各種の魚介類の生息状況の調査結果によると，生物Ａに属する冷水性の魚介類は確認さ

れず，生物Ｂに属する温水性の魚介類が確認されている。各種の調査結果は下記のとおり

である。 

 

ア 既存資料調査結果 

既存資料調査結果 

調査地点名 陰元橋 
三川合流点 

直下流 

項目 分類 科 種名 
河川水辺の国

勢調査（H16）

河川水辺の国

勢調査（H16）

生物Ａ （確認されず） 

生物Ｂ 魚類 コイ科 ギンブナ ○  

   オイカワ ○ ○ 

   フナ属の一種  ○ 

  トウヨシノボリ ○  

  カワヨシノボリ ○  

  

ハゼ科 

ヨシノボリ属の一種  ○ 

 テナガエビ ○ ○ 

 

甲殻類 テナガエビ科 

スジエビ ○ ○ 

その他 魚類 キュウリウオ科 アユ  ○ 

 

イ ヒアリング調査結果 

宇治川で漁業権を持つ宇治川，京淀川漁業協同組合，大阪府水生生物センター等への

ヒアリング結果は下表のとおりである。 

ヒアリング調査結果 

 淀川上流 淀川中流 

生物Ａ （生息確認されず） （生息確認されず） 

生物Ｂ コイ 

フナ類 

オイカワ 

コイ 

フナ類 

オイカワ 

その他 アユ  

※ 魚介類名：優占種 

 

14



 

ウ その他関連情報 

宇治川における漁業権の設定状況は下表のとおりである。また，各漁業協同組合では

放流事業を実施している。なお，宇治川に水産資源保護法に基づく保護水面の設定はな

い。 

漁業権の設定状況 

水域  宇治川上流 宇治川下流 

漁協 宇治川漁協 京淀川漁協 

漁場区域 陰元橋から上流の淀

川本支流 

陰元橋から大阪府との境界までの

淀川本支流等 

漁業権 アユ 

コイ 

フナ 

ウナギ 

ハエ 

マス類 

カワヨシノボリ 

アユ 

コイ 

フナ 

ウナギ 

ハエ 

マス類 
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